お問い台わせ先について 

本機についてご不明な点や 技術的なご 質問、 故障と思われるときのご 相談については、下記 
までお知らせ < ださい。 

• 本機の商品カテゴ U —は[オーデイオ]-[ウオークマン]です。 

• お問い合わせの際は、：欠のことをお知らせください。 

一 型名 

一 ごネ目談内容：できるだけ詳しく 
一 お買い上げ年月曰 


商品の修理、お取巧い方法、お買物相談などの問い合わせ 


• http://www.sony.coJp/SonyDrive/ 
お客様ご相談センター 

♦ ナビダイヤ J レ .SS0570-00-331 1 

(全国どこからでも市巧通話料でご利用いただけます） 

♦ 携帯電話- PHS でのご利用は.. 03-己 448-33 11 

(ナビダイヤルびご利用でさない場合はこちらをご利用ください） 

• FAX. 0466 -31-2 己9已 

受付時間：月〜金9;00〜20;00 ± .曰-祝日日:00〜17;00 
お電話は自動音声応答にてお受けしています。 


ソニー株式会社干 141-0001 東京都品…区化品川 6-7-3 已 


この説明書は100%古紙再生紙 
を使用しています。 


1111111 in 国 1111111111 

* 258707302 * ( 1 ) 


Printed in Malaysia 
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究變ミニディスク 


取扱説明書 

基本編_ 12ページ 

応用編_ 21ページ 

困ったときは ‘Q&A _ 37ページ 


お買い上げいたださありびとラございまず。 

个萄:化 I 電気製品はま全のためのま意事項を守らないと、 

レ目。 I 火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なま意事項と製品の取り 
扱いかたをおしています。 

この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでち見られるところに必ず保管してくだ 
さい。 
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まをのために 

ソニー 製品は安全に十分配慮して言ミ計されています。しか 
し、電気製品はすべて、まちびった使いかたをすると、乂 
災や感電などによ0人身事故になることびあ0危険です。 

事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 


安全のためのま意事項を守る 


7〜11ページのを意事項をよ<お読みください。製品全 
般のミ主意事項び記載されています。 


定期的に点検ずる 


1年に1度は、 AC パワーアダプターのプラグ部とコンセ 
ントの間にほこ0びたまっていないか、故障したまま使 
用していないか、などを点検して<ださし、。 


故障した5使わない 


動作びおかしくなったり、 AC パワーアダプターや充電ス 
タンドなどび破損しているのに気づいた5、すぐにお買 
し、上げ店またはソニーサービス窓□に修理をご巧頼くだ 
さい。 


万一、異常が起舌た5 


〇電池を巧く 
0 AC パワーアダプター 
をコンセントか5抜く 
〇お買い上げ店またはソ 
ニー サービス窓口に修 
理を依頼ずる 



警告表示の意味 

取扱説明書および製品で 
は、なのよ^な表示をして 
います。表示の内容をよく 
理解してから本文をお読み 
<ださい。 


IA 警告 I 

この表示のミ主意事項を守ら 
ないと、乂が-感電などに 
より死 t や大けびなど人身 
事故の原因となります。 


眉\を意 I 

この表示の注意事項を守ら 
ないと、感電やその他の事 
故によりけびをしたり周辺 
の家財に損害をちえたりす 
ることびあります。 


ま意を促ず記号 

A\ 

义災 感電 


行為を禁止ずる記号 

0 ® 

禁止 接轴禁止 

(§) ® 

めれ手禁止 分解禁止 


行為を指示ずる記号 

〇 

強制 


A 警告 
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• "ウォークマン"、" WALKMAN " はへッドホンステレオ商品を表すソニー株式芸社の 
登録商標です。 \l/^l_K/T\/^/A はソニー株式会社の登録商標です。 

• Hi - MD 、 ATRAC 、 ATRAC 3、 ATRACSplus およびそれぞれの□ゴはソニー株式 
芸社の商標です。 
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本機ででまること 

本磯では、従来の MD 機器で録音したディスクに加えて、 Hi-MD 機器で録音したデイ 
スクを再生して楽しむことびできます。 


Hi - MD とは 


従来の MD フオーマツ トび進化した新しい MD のフ オーマツ トです。 


お使いいただけるディスクについて 


本機では、次のディスクをお使いいただけます。 


Hi-MD 規格専巧 
1GB ディスク 


従来の60/74/80分 
ディスク* 




* 録音機器側の設定によって、 Hi - MD モードで録音されたディスクの場合と MD モードで録音されたディスクの場 
合びあります。 


ごを意 


本機は再生専用機です。再生専用ディスクや録音済みのディスクをお使いください。 
本機を使用してディスクに音楽を録音したりデータを記録したりすることはできませ 
Aj 。 
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困つたとをは • Q&A 


困つたとをは 

MD 知つ得 
Q&A 


故障かな？と思った5 . 37 

M. 41 

保証書とア フターサー ビス . 43 

知っておくと便利でず . 44 

索引 . 45 
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A*SI A A 

- ■ 火災 感電 


下記のま意事項を守5なぃと夕^災 • 感電 
により大けた、の原因となります。 


運乾中は使用しない 

• 自動車、オートバイなどの運転をしなびらヘッドホンやイ 
ヤホンなどを使用したり、細かい操作をしたり、表示画面 
を見ることは絶巧におやめください。交通事故の原因とな 
ります。 

• また、歩さなが6使用するとさを、事故を防ぐため、周囲 
の交通や路面状況に十分にごミ主意ください。 


^0 

で 禁止 

内部にかや異物を入れない 

水传異物が入ると火がや感電の原因になります。 

万一、水传異物び入ったときは、すぐにスイッチを切り 、 AC 
パワーアダプターをコンセントか6抜き、お買い上げ店または 
ソニーのサービス窓□にご相談ください。 * 

が 


雷び睛りだした6、電源プラグに触れない 



感電の原因となります。 

讚 

^お触禁止 

指定がの巧電スタンド、 AC パワーアダプター、 
カーバッテリーコードなどを使わない 

破裂•液漏れや過熱などにより、火災、けびや周囲のミち損の 
原因となります。 


0 

禁止 

内部をむやみに開けない 

本体および付属の機器は、むやみに開けたり改造したりすると 
火災や感電の原因となります。 


分解禁止 

めれた手で AC パワーアダプターや充電スタンド 
をさわ5なし、 

感電の原因となることびあります。 


"(§) 

1 めれ手禁止 
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本体や AC パワーアダプター、充電スタンドを布 
団などでおおった状態で使わない 

熱びこもってケースび変形したり、火災の原因となることがあ ふ 
0ます。 

古山^ 

^0 

禁止 

乂のそばや炎天下などで充電-放置しない 

内部の温度び上げり、火災や故障の原因となります。 


S 

禁止 

巧電スタンドの上に金属を置かない 

充電スタンドの端子び金属とつなびるとショートし、発熱する 
ことがあります。 


0 

禁止 

金属類と一緒に本体を携帯-保管しない 

コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯-保管 
すると、ショートし、発熱することびあります。 


禁止 
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A 注意 


下記のミま意事項を守5ないと1ブ方^をしたり周辺の家|^に 
損害を与えたりすることびあります。 


大音量で長時間続けて聞さずぎない 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間つづけて聞くと、聴力 
に悪い影響をちえることびあります。とくにへッドホンで間く 
とさにご注意ください。呼びかけ6れて返事びでさるぐらいの 
音量で聞をましよラ。 



はじめか5ボリュームを上ばずぎない 

突然大をな音が出て耳をいためることびあります。ボリューム 
は徐々に上げましょう。とくに、 MD、CD や DAT など、雑音 
の少ないデジタル機器をへッドホンで聞くとさにはご注意くだ 
さい。 


0 

禁止 


通電中の AC パワーアダプターや充電スタンド、 
製品に長時間ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、低湿やけどの原因に 
なることがあ0ます。 


0 

禁止 
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電池についてのま全上のごま意 

液漏れ.破裂.発熱.巧义.誤がによる大けびゃ失明を猫ブるため、 

下記のことを必ずお守りください。 


本磯では、下記の電池び 
使えまず。 

電池の種類については、 
電池本体上の表示をご確 
認ください。 


充電式電池 

ニッケル水素 
( Ni - MH ) 


乾電池 

アルカリ 


険 I 巧電式電池、乾電池び液漏れした 


巧電式電池、乾電池の液が漏れたときは素手で液を 
關5ない 

液び本体内部に残ることびあるため、お客様ご相談セン 
ターまたはソニーサービス窓口にご相談ください。 

液び目に入ったとさは、失明の原因になることびあるの 
で目をこすらず、すぐに水道水などのきれいな水で充分 
洗い、ただちに医師の治療を受けてください。 

液び身体やを服についたとさち、令けどやけびの原因に 
なるので、すぐにされいな水で洗い流し、皮膚に炎症や 
けがの症状があるときには医師に相談してください。 


I 么危険 I 充電式電池に ついて 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 指定された充電スタンド、 AC パワーアダプターじ(がで 
充電しない。 

• 充電式電池用キャ U ングケースが付属されている場合 
は、必ずキャ U ングケースに入れて携帯•保管する。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• 火のそばや直射曰光のあたるところ-炎天下の車中な 
ど、高温の場所で使用-保管-放置しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯- 
保管しない。シヨー ト させない。 

• が装のビニールチューブをはがした0傷つけたりしな 
い。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 指定された種類切外の充電式電池は使用しない。 

• 使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないとさや 
交流電源で使用するとさも取りはずす。 

• 種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 
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警告]乾電池について 

• ルさい電池は飲み込む恐れがあるので、乳幼児の手の届 
くところに置かない。万び一飲み込んだ場合は、窒息や 
胃などへの障害の原因になるので、直ちに医師に相談す 
る。 

• 磯器の表示に合わせて十と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯- 
保管しない。シヨートさせない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないとさや 
交流電源で使用するときも取りはずす。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池を混ぜて使 
わない。 

• 乾電池の+と 一、 または乾電池ケースの端子と本体の乾 
電池ケース用の端テげ金属とつなびるとショートし、発 
熱することがあります。 


注意 I 乾電池について 

• 火のそばや直射曰光のあたるところ-炎天下の車中な 
ど、高温の場所で使用-保管-放置しない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしな 
い。 

• 指定された種類切がの電池は使用しない。 

お願い 

使用済み充電式電池は貴重な資源です。端モ（金属部分）に 
テープを貼るなどの処理をして、充電式電池1」サイクル協力 
店にご持参ください。 
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付属品を巧!かめる 

♦ AC パワーアダプター ♦充電スタンド ♦リモコン 



シ 


♦ 乾電池ケース 

(DC IN ジャックなし) 




♦充電式ニッケル水素電池 
NH -14 WM ( A ) 

勺 

♦キヤ I 」ングポーチ 

すリ ん’、^ 



• MZ - EH 930 取扱説明書 
♦保証書 

♦ソニーご相談窓口のご案内 


ごま意 


本機をお使いになるとさは、キャビネットの変形や故障を防ぐために、次のことを必ずお 
守りください。 


• 本機をズボンなどの後ろのポケットに入 
れて座らない。 


• 本体に U モコン/へッドホンを巻き付け 
たまま、かばんの中に入れ、列■から大き 
な力を加えない。 
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各部のはまえ 

本巧 



田 VOL+*、 ーボタン 
图 ►!! (再生/—時停止） * ボタン 

图 HOLD スイッチ 

矢印の方向にずらすと、本体の操作が 
でさな<な0ます。かばんの中などに 
入れて持ち歩<とを、ボタンげ押され 
て誤動作するのを防ぎます。 

团 ■ (停止）ボタン 
固充電用端子 
固乾電池ケース用端子 


因 GROUP ボタン 
图充電式電池入れ 
圓 G (ヘッドホン）ジトック 
画 CHG 成電） /OPR 慟作）ランプ 
回 OPEN つまみ 

回 w、w ( 早戻し/早送り）ボタン 


* 凸点（突起）びついています。操作の目印としてお 
使い < ださい。 
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リモコン 



田 VOL 盾量）+、—つまみ 
图 ■ (停止）ボタン 
团ジョグレバー 


(!◄◄ ►II/ENT - ►►!) 


操作 

機能 

側にずらす 

頭出し/早戻し 

► II/ENT を 

再生/一時停止/決定 

巧す 


►W 側にずらす 

頭出し/早送り 


团表示窓 

固亡](グループ）+、-ボタン 



团 HOLD スイッチ 

矢印の方向にずらして黄色いマークを 
表示させると、 U モコンの操作びでさ 
なくなります。かばんの中などに入れ 
て持ち歩くとき、ボタンが押されて誤 
動作するのを防ざます。 

图 D に PLAY ボタン 
图 P MODE/CCU ピート）ボタン 
画 SOUND ボタン 
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再生状態表示 
サウンド表示 
電池残量表示 


ディスク表示 
巧番表示部 
文字情報表示部 


リモコンクリップの使いかた 

ク U ップをはずして逆向きに取り付けることわでさます。 

はずずには 逆向きにつけるには 



团固固 


田图图 
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準備ずる 

お買い上げ時には、まず充電式電池を充電してくださし、。 


す 


巧電式電池を入れる 


〇巧電池入れのふたを矢印 
の方向へ巧しなびらず5 
ず。 



〇巧電式載&を入れる。 包ふたを閉める。 

©側を奧にして入れてくだ 
さい。 

NH-14WM(A) 



を 


巧電する 


〇充電スタンドと AC パワーアダプターを 
つなざ、コンセントにつなぐ。 



〇本体を巧電スタンドにのせる。 


充電び始まると、 CHG/OPR ランプび点 
なしまず。 


CHG/OPR 

ランプ 



アタプターコードを上図のよラにフック 本体を上から軽く巧して確実にスタンド 

にとめてください。 に柔っていることを確認して<ださい。 

充電び終わったら、本体を充電スタンド 
からはずして < ださい。 



• 使い切った状態から充電を始めると、約3時間半で CHG/OPR ランプび消えます。 

CHG/OPR ランプび消えた時点でお使いになれます。 

•充電中、再生などの操作をすると、充電び停止します。 






















u モコジをつなぎ、ホールドを解除する 


〇 


リモコンを本^$：にっなぐ。 


巧 HOLD つまみをず5して、ホールドを解 
除する。 



本機の出力をが部音響機器（アンプ、アクティブスピーカーなど）に接続する場合には、 U モコ 
ンをはずし、市販のオーディオ接続コードを打（へッドホン）ジャックに接続してお使いくださ 
し、。 


アルカリ乾電池と一緒に使って、長時間使用ずるときは 

1 乾電池ケースを本体に取り付ける。 

本イ本面 


2 ソニーアルカリ乾電池(単3粉を1本 
入れる。 

必ず©側から入れてください。 




乾電池でお使いになるとをは、必ずアルカ U 乾電池を使ってください。それ政外の乾電 
池では、電池の持続時間び短くなったり、併巧する充電式電池の性能び損なわれる場合 
びあ0ます。 


基本的な使いかた 
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ごミ主意 


• お買い上げ時や長い間使わなかった場合、 
充電式電池の持続時間び短いことびありま 
す。これは電池の特性によるちので、何回 
か充放電を繰り返すと充分に充電されるよ 
ラになります。 

• 充電にかかる時間は、周囲の温度によって 
異なります。（+日で〜+3日で内の温度の場 
所で充電して < ださい。） 

• 長時間お使いになるとさは、家庭巧電源 
(コンセント）でお使いになることをおすす 
めしまず。 

充電式電池の巧電時期-乾電池の巧 
0換え時期は 

ご使用中、 U モコンの表示窓の電池残量表示 
で、または本体の CHG / OPR ランプ表示でお 
知らせします。 

リモコンの表示部 

d ~^ 電池残量び少なくなっています。 

♦ 

d — 71 電池び消耗しています。 

♦ 

、ぃ/ 残量びありません 。 「LOW BATTJ 
び点滅し、電源び切れまず。 

本体の CHG/OPR ランプ表示 

LED 点む 電池残量は充分です。 

♦ 

LED 遅い点滅電池残量び少なくなってます。 

命 

LED 速い点滅胃池鶏■か'あ C ま t ん。 L ば' 
らくすると LED び消灯し、電 
源び切れます。 

電泡残量表示は実隙の鶏量ではなく、あ< ま 
でを目安として表示しています。動作状況お 
よび環境により増減することびあります。 

• 充分に充電されていない充電式電池を入れ 
ても、残量表示びすべて点口ずることびあ 
りまずび、充電量(充電時間)びかなけれ 
ば、持続時間は短くなります。 

. 早戻し/早送り時や極端に温度び低い堤所 
で使用している時は、残量びをめに、また 
はみなめに表示されることびあります。 


電池の持続時間 

Hi - MD モード （ Hi - MD 規格専用 1 GB デイス 


ク）の場合 



( JEITA 。） 

\再生が 態 リニア 

PCM 

電池の觀\ステレオ 

Hi-SP 

ステレオ 

Hi-LP 

ステレオ 

充電式電池 2 > 約12時間 

約21 .5 時間約2日時間 

アルカリ 

乾電池の 

約 15.5 時間約 25.5 時間約31時間 

充電式電池 
+アルカ U 
乾電池 

約31時間 

約日 3.5 時間約6日時間 

Hi - MD モード （60/74/80 分ディスク）の場合 

( JEfTA リ） 

をげ 態 

電池の種黯\ 

U ニア 

PCM 

ステレオ 

Hi-SP 

ステレオ 

Hi-LP 

ステレオ 

充電式電油 2 > 約9時間 

約18,5時間約 24.5 時間 

アルカリ 

乾電池み 

約12時間 

約28時間 

約 33.5 時間 

充電式電地 
+アルカ U 
乾電池 

約23時間 

約己0時間 

約62.日時間 

MD モードの場合 


( J 曰 TA り) 

\酷状！! 
電池の種 

isp 

ステレオ 

LP 2 

ステレオ 

LP 4 

ステレオ 

充電式電油 2 > 約2日時間 

約2日時間 

約27.日時間 

アルカリ 
乾電池 3 > 

約沿日時間約 36.5 時間約41時間 

充電式電池 
+アルカ U 
乾電池 

約 53.5 時間約60.日時間約70.日時間 


リ JEITA (電モ情報技術産業協会）規格による測定値 
です。 

2) 充電式ニッケル水素電池 NH -14 WM ( A ) 

3) 日本製ソニーアルカリ乾電池 LR 目 ( SG ) で測をして 
レます。 


ごま意 


充電式電池を交換するとさは、必ず本機を停 
止してから行ってください。 

コンセント（家庭用電源）につないで使う 

AC パワーアダプターを充電スタンドにつな 
ぎ、そこに本体をのせると、充電式電池なし 
でを使ラことびでさます。 





















再をする 


録音済みのデイスクを入れる 


〇 OPEN つまみをずらず。 

ふたび開さまず。 



2 


聞< 


〇 ►■■を押ず。リモコンではジョグレバー 
を押ず (►-■■)。 

操作すると「ピ」と確認音びします。 


〇ディスクのラベル面を上にし、矢印の向 
をに奥まで巧し入れ、ふたを閉める。 



© VOL +、一 を巧して、音量を調節ずる。リモ 
コンでは VOL +、一 つまみを回して、音量 
を調節ずる。 

U モコンの表示窓で音量を確認でさまず。 


VOL- 


-つまみ 



止めるには、■を巧す。 

操作ずると「ピー」と確認音びしまず。：欠に再生するときは、止めたところの続きから始まります。 
停止してから約10砂後に自動的に電源び切れます。 

本体に充電式電池を入れて AC パワーアダプターで使っているとをには、充電完了後に電源び切 
れます。 


基本的な使いかた 
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こんなとさは 

本体操作 

U モコン操作 

止める 

■を巧す。 

■を巧す。 

一時停止する 

を押す。 

ちラー度巧すと解除されます。 

ジョグレバーを巧す （► HI )。 

ちラー度がすと解除されます。 

今聞いている曲、また 
はさらに前の曲を頭出 
しする 

1 ◄◄を巧ず。またはさらに戻し 
たい曲数だけ W を巧す。 

ジョグレバーを側にずらす。 
またはさらに戻したい曲数だけ 
側にずらす。 

なの巧を頭出しする 

►►1 を押す。 

ジョグレバーを側にずらす。 

再生しなびら早戻し/ 
早送りする 

1 ◄◄またはを巧したままに 
する。 

ジョグレバーをまたは側 
にずらしたままにする。 

経過時間を見なびら聞 
さたい場所を探す 
(タイムサーチ） 

一時停止中、 M ◄またはを 
巧したままにする。 

一時停止中、ジョグレバーを W ィ 
または側にず日したままにす 
る。 

曲番を見なびら聞さた 
い場所を探す 
(インデックスサーチ） 

停止中、 W またはを押し 
たままにする。 

停止中、ジョグレバーをまた 
は側にずらしたままにする。 

グループの頭出しをする 1 > 
(グループスキップ） 

停止中、 GROUP を押してから 

1 ◄◄またはを巧ず 2 1。 

亡] +または-を巧す。 

ディスクの最初の曲か 
ら再生を始める 

停止中、■を2砂じ(上巧した 
ままにする。 

停止中、ジョグレ；く一を2砂じ(上巧 
したままにする Ohi )。 

ディスクを取り出す 

■を巧してから OPEN つまみを 
ずらしてふたを開ける 3 )。 

■を巧してから本体の OPEN つま 
みをずらしてふたを開ける 3 )。 


リディスクにグループび1つちない場合は、10巧ごとの頭出しになります。 

2) CH 日/ OPR ランプび点なしている5砂間に操作してください。その間、リモコンの表示窓には〇]マークび点滅 
します。 

3) ふたを開けると、次の再生はディスクの最初から始まります。 


再生び始め5れないときは 

ホールド（誤操作防止）スイツチを確認して 
ください（13、14、17ページ）。 


ごま意 


次のよラな場合、音び飛ぶことびあります。 
• 強い衝撃び連続的にちえられた場合 
• 傷や汚れのあるディスクを聞いている場合 
Hi - MD モードで録音されたディスクの場合、 
最大で約12砂間音び途切れることびありま 
す。 

















操作を巧める前に 


メニュー操作のしかた 

本機では、便利な機能をメニューを使って操作しまず。方ニューの操作は下記の手順 
で行います。 

お買い上げ懐、はじめてメニュー操作をすると、表示窓に 「Menu Mode 」 （メニュー 
モード）び点滅します。お使いになる前に、メニューモードを 「 Simple 」 （基本的な項 
目のみ表示）または 「 Advanced 」 （すべての項目を表示）に設定して、メニューに表 
示される項目を選んでください。詳しくは「表示されるメニュー項目を変更する」に9 
ページ）を参照して、メニ:!ーモードを設定してください。 



1 DISPLAY を2柳 iLh 押ず。 

メニュー画面になりまず。 



2 ジョグレバーをず 5 して、頂目を還択ずる。 
3 ジョグレバーを巧して、項目をミ夫定ずる。 


4 表示にしたがって、手順 2 と 3 を繰り返ず。 

最後にジョグレノ（一を巧した時点で設定び確定します。 

1つ前の段階に房ずには 

■ボタンを押す。 

途中で中止ずるとをは 

■ポタンを2秒 liLh 巧す。 


™ 操作を始める前に 


21 






メニュ——覧 

設定できるメニュー項目は1；(下のとおりです。 U モコンのみで設定できます 。 「Menu 
Mode 」 の設定び 「 Advanced 」 になっているときは、すべてのメニ:!一び表示され 
ます。 「 Simple 」 になっているときは、ホび付いているメニュー項目は表示されませ 
ん。詳しくは、 r 表示されるメニュー項目を変更する」に9ぺージ）をご覧ください。 


ごま意 


表示される項目は、操作状況やディスクの設定により異なります。 


第一階層 

第二階層 

機能 

参照 

ぺージ 

MainPlayMode 

Normal 

Group 

Artist 

Album 

Bookmark 

Program 

曲名やグループ名などのカテゴ1」一で巧を選 
.ぶ 

23 

Option 

Menu Mode 

メニューの表示頂目を変更する 

29 


AVLS * 

へッドホンからの音をれを抑える 

29 


Beep * 

確認音の設定をする 

30 


Backlight 

U モコン表示窓のバックライトの設定をする 

30 


Disc Memory * 

ディスクの設定を記憶する 

30 


Quick Mode * 

すばやく再生を始める 

31 


JP Character * 

表示の漢字優先/漢字カナ交互の設定をする 
( MD モード時のみ） 

32 
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いろいろな再生のしかた 


表示おで情报を見る 

再生中に、表示窓で曲名-ディスク名な 
どの情報を確認でをます。 



1 再生中に D に PLAY を繰り返し押ず。 

押すたびに、表示は次のように変わ0 


まず。 

? 

9 

Ml II 

1 


それぞれのマークに続いて名前び表示 
されます。 

ぶ： 曲名 
の： ディスク名 
&:グループ名 
X :アーティスト名 
が： アルバム名 


表示〇/包 


〇 

包 

曲番 

経過時間 

曲番 

• 曲名とアーティスト名 
( Hi - MD ) 

• 曲名 （ MD ) 

ディスクの総曲数 

ディスク名 

グループ内の曲番ぃ 

グループ名り 

グループ内の曲番ぃ 

アルバム名 i )( Hi - MD ) 

曲番 

サウンドモード名 2) 

巧番 

•コーデック情報 
( Hi - MD ) 2) 

• トラックモード情報 
( MD )2) 


グルーフに属していない巧を再生中は、ディスク内 
のな番とディスク名び表示されます。 

リメニューモードが 「 Simple 」 に設をされているとさ 
は表示されません （29 ページ)。 


ごを意 


ディスクのグループ設定状態、動作状態、設 
定状況により、表示び異なることびありま 
す。 


再生モードを還ぶ しろ、 

再生モードを選んでいろいろな方法で曲る 
を聞くことびできます。再生モードは、 再 
メイン再生モード、サブ再生モード、1」^ 
ピート再生の3つの組み合わせで設定し I ； 
まず。 か 

• メイン再生モード：再生したい巧やブた 
ループなどの単位を還ぶ。 

• サブち生モード：再生方巧を還ぶ。 

• I 」ピート再生： U ピート再生を設定ず 
る。 
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メイン再生モードを選んで 
曲を聞く_ 

再生したい曲やグループなどの単位を選 
んで再生します。 

表示 再生が態 

Normal 通常の再生（ディスク全曲 

___を1回再生）______ 

Group グループ再生（今再生して 

_いるグループのみを再生）_ 

Artist * アーティスト再生（お好み 

のアーティストの曲のみを 
_再生3 _ 

Album * アルバム再生（お好みのア 

ルバムの曲のみを再生) 
Bookmark ブックマークトラック再生 

(ブックマーク（しお 0) び 
ついている曲のみを順番に 
_ M 生）_ 

Program プ□グラム再生（聞きたい 

曲を好をな順に並べかえて 
再生） 

* Hi-MD モードの場合のみ表示されまず。 

通常のモードで巧を聞 < (ほ常再生) 

1 再生中に DISPLAY を2秒 L ソ上押ず。 

2 ジョグレバーをず5して 「Main Play 
ModeJ を還び、巧して巧定ずる。 

3 ジョグレバーをず5して rNormalJ 
を還び、押してミ夫定ずる。 

再生している曲から順にディスクの最 
をの巧までを再生します。 

グループの曲を聞 < (グループ再ち） 

グループの設定されているディスクをお 
使いください。 

1 再生中に DISPLAY を2おお(上巧ず。 


2 ジョグレバーをず5して 「 Main 円 ay 
ModeJ を遇び、押してミ夫定ずる。 

3 ジョグレバーをず5して 「 Gro 叩」を 
還び、巧してミモ定ずる。 

4 己 +、一を巧してお好みのグループ 
を選ぶ。 

選んだグループの最初の巧か5最禮の 
巧までを再生しまず。 

ぐ 

• 再生中に本体の GROUP を巧してから、 

またはを押すと、グループの頭出 
しをすることびでをます。 

• グループに属さない曲びある場合は、 
「 Group — J と表71^されます。 

アーティストを選んで巧を聞く 
(アーテイスト再を） （ Hi - MD モー 
ドの場合のみ） 

巧にアーティスト名びついていると、 
アーティスト名で曲を検索して聞くこと 
びでさまず。 

1 再生中に DISPLAY を2秒 ly 上巧ず。 

2 ジョグレバーをず5して 「Main Play 
ModeJ を選び、巧して巧定ずる。 

3 ジョグレバーをず5して 「 ArtistJ を 
選び、巧して決定ずる。 

4 & +、一を押してお好みのアーティ 
ストを選ぶ。 

選んだアーティストの最初に録音され 
た曲か5最後に録音された巧までを再 
生します。 

ぐ 

再を中に本体の GROUP を押してから、 I ◄ィ 
またはを巧ずと、アーティストの頭出し 
をすることびでをます。 
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アルパムを選んで聞 < (アルバム再 
生） （ Hi-MD モードの場合のみ） 

巧にアルバム名びついていると、アルバ 
ム名で巧を検索して聞くことびできま 
す。 

1再生中に D に PLAY を2秒 ly 上 f 甲ず。 

么ジョグレバーをず5して 「Main Play 
ModeJ を選び、巧して決定ずる。 

g ジョグレバーをず5して 「 AlbumJ を 
選び、巧して決定ずる。 

4&+、一を巧してお好みのアルバム 
を選ぶ。 

選んだアル y (ムの最初に録音された曲 
か5最後に録音された曲までを再生し 
ます。 

ぐ 

再生中に本体の GROUP を巧してから、 W ィ 
またはを押すと、アルバムの頭出しをす 
ることびでさまず。 

巧きな®だけを選んで聞<(ブック 
マークトラック再を） 

好きな曲にブックマーク（しおり）をつ 
けていき、その曲だけを再生することび 
でをます。ただし、巧順を変えることは 
でをません。 

ブックマークをつけるには 

1ブックマークをつけたい巧を再生し、 
ジョグレ/て一を 2 粗化(上巧ず。 

ブックマークの1巧目び登録されま 
す。 

營 , ュ ]3 が ON 


2 手順1を繰り返してブックマークをつ 
けていぐ。 


ブックマークした巧を再生ずるには 

1再生中に D に PLAY を2柳ん hf 甲ず。 

2ジョグレバーをず5して 「Main Play 
ModeJ を選び、巧してミ夫定ずる。 

3ジョグレバ’一をず5して 
fBookmarkJ を遇び、押してミ央定ず 
る。 

プックマークされた一番ルさい巧番か 
5順にブックマークトラック再生び始 
ま0ます。 

4ジョグレ/ をず5して再生したいな 
を選ぶ。 

ブックマークを消ずには 

プックマークを消したい曲を再生し、 
ジョグレバーを2秒し U 上押す。 


好をな順に巧やグループを並べかえ 
て聞< (プログラム再を） 

巧やグループを好走な順に並べかえて聞 
<ことげでをます。 

巧をプログラムずる（トラックプ□グラ 
ム） 

1再生中に D に PLAY を2秒 L ソ上 f 甲ず。 

2ジョグレバーをず5して 「Main Play 
ModeJ を還び、巧して決定ずる。 

ミ ジョグレバーをず5して 「 Program 」 
を選び、巧して巧定ずる。 

4ジョグレバーをず5して 「 Track 」 を 
選び、巧してミ夫定ずる。 


次ぺージへつづ< 


™ いろいろな再生のしかた 
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5 ジョグレバーをず 5 して巧を還び、巧 
してミ夫定ずる。 

6 手順5を繰り返して巧をプ□グラムず 
る。 

目4曲までプ□グラムでさます。 

7 選び終わった5ジョグレ/ f — を2秒 W 
上巧してミ夫定ずる。 

設定が確定し、 「 PGM 」 び表示され、 
プ n グラムの1曲目か5再生び始ま0 
ます。 

グループをプ□グラムずる（グループプ 
□グラム） 

1 再生中に D に PLAY を2巧む上 f 甲ず。 

2 ジョグレバーをず5して 「Main Play 
ModeJ を選び、 f 甲して巧定ずる。 

3 ジョグレバーをず5して fProgramJ 
を選び、巧して決定する。 

4 ジョグレバーをず5してに roup 」 を 
選び、巧して決定ずる。 

5 ジョグ レバー をず6してグループを 
選び、巧して決定ずる。 

6 手順5を繰り返してグループをプ□グ 
ラムずる。 

20個までプ□グラムでさます。 

7 選び終わった6、ジョグレバーを2秒 
む上}甲して決定ずる。 

プ□グラムび確定し、「じ]」と 
「 PGM 」 び表示され、プ□グラムの最 
初のグ レープの1巧目か5再生び始ま 
ります。 


ぐ 

• プ□グラム中にジョグレバーを巧ずと、そ 
れまでにプ□グラムした曲またはグループ 
を確認でをます。 

• 操作の途中で、曲番またはグループ番号を 
「日日0」に、プログラム番号を「01」として 
ジョグレバーを巧すと、プ□グラムがク U 
アされまず。 

• プ□グラムした®またはグループを変更す 
る場合は、変更したいプ□グラム順番を表 
示させてから、上記の手順日の操作でプ〇 
グラムし直すことびでさまず。 

• プ□グラム設定中に■ボタンを押すと、そ 
のとをまでに設定したプ□グラムの巧容は 
保をされずに、プ□グラム設定を開始する 
前の状態に戻ります。 


ヴブ再生モードを選ぶ 

メイン再生モードで選んだ巧を、いろい 
ろな再生のしかたで聞くことびできま 
す。 

例えば、^イン再生モードで 「 Group 」 
を、サブ再生モードで 「 SHUF 」 を選ぶ 
と、選んだグループの中の ffi を順不同に 
再生することびでをます。 

PMODE / g を繰り返し巧ず。 

押すたびに表示は次のように変わります。 


表示 

再生モード 

(表おなし） 

通常の再生（全曲を1回再生） 

1 

1曲再生（選んだ1曲のみ再生） 

SHUF 

シャッフル再生（メイン再生 


モードで選んだ曲を順不同に 


再生） 
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繰り返し聞く （リピート再生） 


巧を繰り返し聞くことびでをます。 

P MODE/G を2巧 W 上巧ず。 

「に」び点灯します。 

解除ずるには 

P MODE た:を 2 秒じ(上押して「こ」を消 
す。 


巧みの音にする 

( A — チャルサラウンド • 6バンド 
イコライザ） 

音の臨場感を変えたり、お巧みの音質を 
選択-設定することびでさます。 

次の2つの効果から1つ選べまず。 

• V-SUR (バーチャルサラウンド）：音 

の臨場感を変える。 （4 種類） 

•6 BAND EQUALIZER (6 バンドイ 
コライザ）：音質を変える。 （6 種類） 



ジョグレパー 


臨場感を変スる 

(バーチャルサラウンド） 


1 再生中、 SOUND を繰り返し押し、 
rv-suRj を表示させる。 

2 SOUND を2秒む上押ず。 


0ジョグレバ’一をず5してヴラウンドの 
種類を選ぶ。 


這’,],],? Btudiol 

帖り円〕 

ジョグ レバーをず 日すたびに 〇 と包 

び次のよラに変わります。 

〇 

包 

Studio 

V-SUR S 

Live 

V-SUR L 

Club 

V-SUR C 

Aren 互 

V-SURA 


4 ジョグレパ’一を押して決定ずる。 

設定を解除ずるとをは 

手順1で©に何も表示されていない状態 
を選ぶ。 


音質を選ぶ 

(6 バンドイコライザ） 


1 再生中、 SOUND を繰り返し巧し、 
rSOUNDJ を表示させる。 

'SOUND を2秒 ly 上巧ず。 

J ジョグレバーをず5してヴウンドの種 
類を選ぶ。 




皆％', f ' 扣 


包 

rfrn 


き周激数ごとのレベル100 Hz 〜 10 kHz 
ジョグレバーをず! 5 すたびに〇と包 
び次のように変わります。 


次ページへつづく 


™ いろいろな再生のしかた 
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〇 

包 

Heavy 

SOUND H 

Pops 

SOUND P 

Jazz 

SOUNDJ 

Unique 

SOUND U 

Customi 

SOUND 1 

Custom 2 

SOUND 2 


4 ジョグレイ（一を巧してミ夫定ずる。 

設定をお除するとまは 

手順1で©に何も表示されていない状態 
を逞ぶ。 


5 手順3と4を繰り返ず。 

6 ジョグレ/ を巧してミ夫定ずる。 


巧みの音質にずる 

「 Customi 」 と 「 Custom 2」 には、お 
好みの音質を記憶させることびできま 
す。 

1 上記の手順1〜3を行い、 l " Custom 1」 
または 「 Custom 2」 を表示させる。 

2 ジョグレバーを巧ず。 

3 ジョグレ/ く’一をず5して周波数を選 
ぶ。 


暮 GG が … Custom 


周液数 (100 Hz ) 

周放数は;夕の6つか日選べまず。 

ちか5順に100 Hz 、250 Hz 、630 Hz 、1.6 kHz 、 
4 kHz 、10 kHz 

4 VOL つまみを繰り返し回してレベル 
を調節ずる。 

偃 ’ 。品 ? 卜 … Custom 細荀【こ- 


レベル (+10 dB ) 
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レベルは次の7段階か5選べます。 

-10 dB 、-6 dB 、-3 dB 、0 dB 、+3 dB 、+6 dB 、 

+10 dB 












表示されるメニュー頂目 
をを更する(メ ニ :1-モ-ド） 

表示されるメニュー項目を全部表おする 
ように設定するか （「 Advanced 」）、 基 
本的な項目のみを表示するか 
(「 Simple 」）、 選ぶことびでさます。 
表示されないメニュー項目については、 
「メニューー覧」 (22 ページ)を参照して 
<ださい。 



1 メニュー操作で 「 Option」-「Menu 
ModeJ を選ぶ。 

2 ジョグレバーをず6して「窃 mpleJ 
または rAdvancedJ を遇び、巧して 
ミ夫定ずる。 


音もれを抑え耳にやさし 
い音にする ( AVLS - ォ-卜 

ボ U ューム U 5 ッターシステムー 

快適音量） 

音量の上げずぎによる音ちれや、耳への 
圧迫感、周囲の音び聞こえないことへの 
危険をかなくし、より快適な音量で聞< 
ことびでをます。 



1 メニュー操作で rOptionJ - FAVLSJ 
を選ぶ。 

2 ジョグレバーをず5して 「AVLS 
OnJ を選び、 f 甲して決定ずる。 

音量を一定のレベル U (上に上げよラと 
すると、表示窓に 「 AVLS 」 び点滅し、 
それ!; LL 音量び上び5なくなります。 

設定を解除ずるには 

手順2で 「AVLS Off 」 を選ぶ。 

本体で操作ずる 

HOLD 



設定ずるには 

再生中、 HOLD スイッチを►の方向にず 
5し 、 VOL -ボタンを押しなび5、 
HOLD スイッチを►と逆方向にず5しま 
す。 

設定を解除ずるには 

再生中、 HOLD スイッチを►の方向にず 
5し 、 VOL + ボタンを押しなび5、 
HOLD スイッチを►と逆方向にず5しま 
す。 


を種設定 








確認音を消す 

本体- U モコンの確認音を鳴5す/鳴5 
さないの設定をすることびでさます。 



1 メニュー操作で rOptionJ - FBeepJ 
を選ぶ。 


2 ジョグレバーをず5して 「Beep OffJ 
を選び、 f 甲してミ夫定ずる。 

設定を戻ずには 

手順2で 「Beep On 」 を選ぶ。 


表示なのバックライトを 
つける/消す 

U モコンの表示窓を常に点灯させる/点 
'なさせないの設定をすることびできま 
す。 



1 停止中に、メニュー操作で rOptionJ 
- 「 Backlight 」 を選ぶ。 


2 ジョグレバーをず5してお好みの設定 
を還び、 f 甲して決定ずる。 


表示 

設定 

オー ト点む 

操作中は点灯。何ちしな 

( Auto ) 

いで数秒たつと消む（お 
買い上げ時の設定)。 

常時点む （ On ) 

動いていると去は常に点 
灯。 

常時消灯 ( Off ) 

常に消灯。 




ディスクごとに設定を記 

憶する(ディスクメモリ-） 


本磯は、お買い上げ時にはディスクの設 
定情報を自動的に登録ずるよラに設定さ 
れています。 

この設定びされていると、ディスクを取 
り出すときに設定情報を自動的に登録 
し、一度登録したディスクを再度入れた 
とさに、設定情報び自動的に呼び出され 
まず。次の設定情報を登録でさます。 

• プ□グラムした内容 
• プックマークした ffl 
• 目バンドイコライヴの 「 Customi 」 
「 Custom 2」 

記憶する設定になっているかは、次の手 
順で確認することびできます。 
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すばやく音を聞く 

(クイック モー ド） 

本磯は、お買い上げ時には再生ボタンを 
押したあとにすばやく再生音を聞くこと 
びでさるよラに設定されています。 

この設定になっているかは、次の手順で 
確認することびでをます。 



1 停止中または再生中に、メニュー操作 
で rOptionJ -「Quick Mode 」 を選 
ぶ。 

お買い上げ時の状態では 「Quick 
On 」 び表示されます。 

「Quick On 」 び表示されていること 
を確認したら、■ボタンを2秒しソ上巧 
して終了します。 

2 [Quick On 」 び表示されていないと 
をは、ジョグレパ’一をず5して 
「 QuickOn 」 を選び、巧してミ夫定ず 
る。 

長い間お使いにな百ないときは 

手順2で 「Quick Off 」 を選ぶ。 

使用していないとさの電池の消属を抑え 
ることびでさます。 


ごを意 


設定を 「Quick On 」 にすると、画面に何ち 
表示されていないとをでも、本体内部では常 
に電源び入っている状態になっていまず。電 
池を全て消耗すると、自動的に本体内部の電 
源び切れます。 


1 ディスクを取り出し、ふたを閉めてか 
5、メニュー操作で 「 Option 」- 
「Disc MemoryJ を選ぶ。 

お買い上げ時の状態では 「 On 」 び表 
示され、記憶する設定になっていま 
す。 

「 On 」 び表示されていることを確認し 
たら、 ■ボタンを2秒押して終了 
します。 

2 ronj が表示されていないときは、ジ 
ョグレバーをず6して rOnJ を選 
び、巧して決定ずる。 

記憶させない設定にずるには 

手順2で 「 Off 」 を選ぶ。 

登録を消ずには 

1 登録か5削除したいディスクを入れ、 
内容を確認ずる。 

2 上記の手順2で、「1 MemoryEraseJ 
を選ぶ。 

ディスクの設定情報は登録か5削除さ 
れます。 

ぐ 

ディスクメモリーび ronj になっているとき 
は、ディスクメモリーに登録したディスクを 
再度入れたときに 、 「DISC MEMORY 」 び表 
示されます。 


ごを意 


• 最大でディスク目4枚分を登録することびで 
きますび、64枚を越えると再生した時期び 
古いをのから自動的に消去されます。登録 
できるディスク数は、ディスクに録音され 
ている曲数によって異なります。ディスク 
1枚あた U の曲数びをくなると、登録でを 
るディスク数はみなくなります。 

• ディスクメモ U —の登録を行ったことびな 
いディスクで、登録の消去を行うと「 N 0 
DiscMEM 」 と表示されます。 


を種設定 








タイトルの表示方法を切 
0替ぇる 

MD モードで録音されたディスクの場合 
のみ切0替えることびでをます。 

Hi - MD モードで録音されたディスクの 
場合は、切り誓えはできません。 

MD モードで録音されたディスクの場 
合、表示方法は2種類あります。 

• 漢字優先：お買い上げの設定。通常は 
こち5にしておをます。 

• 漢字カナ交互：パソコンで文字入力 
脉全角エ U アと半角エ U アにそれぞ 
れ違ラ情報（例：全角エ U アに曲名、 
半角エリアにアーティスト名など）を 
登録した場合などに選びます。両方の 
情報び表示されます。 

「漢字カナ交互」にするには、次の手順 
で切り誓えて < ださし、。 



1 メニュー操作で rOptionJ - rjp 
Character 」 を選ぶ。 

2 ジョグレバーをず6して FKanji & 
KanaJ を選び、巧してミ夫定ずる。 


英数字とスペースは、パソコンソフトでの文 
字入力時に全角にしていてを、本機では全て 
半角で表示されまず。 
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設定を戻ずには 

手順2で [ Kanji 円が」を選ぶ。 




その他 


使用上のごを意 

巧おしないで<ださい 

ミニディスクプレーヤーに使われているレー 

ヴーび目にあたると危険です。 

レンズに触れないで<ださい 

レンズび巧れると音飛びび起をたり、再生で 

きなくなったりする場含びあります。 

また、ほこりびつかないよラに、ディスクの 

出し入れ政がはふたを必ず閉じておいてくだ 

さし、。 

AC パクーアダプター（付属の巧電 
スタンド専用）について 

• この製品には、付属の AC パワーアダプター 
(極性統一あプラグ- J 曰 TA 規格）をご使用 
ください。上記政外の製品を使巧すると、 
故障の原因になることびありまず。 

極性統一おプラグ 

• AC パワーアダプターは容易に手び届くよう 
な電源コンセントに接続し、異常び生じた 
場合は速やかにコンセントから抜いてくだ 
さい。 

• AC パワーアダプターをご使用時は、の 
点にご注意ください。 

—本磯を棚や組み込み式キャビネットなど 
の狭い場所に置かないでください。 

—火災や感電の危険をさけるために、水の 
かかる場所や湿気のある場所では使巧し 
ないでください。また、本機の上に巧瓶 
など、水の入ったをのを置かないでくだ 
さし、。 


曰 本国巧での充電式電池の廃棄につ 
いて 

ニッケル水素電池は、リヴ 
イクルでさます。不要にな 
ったニッケル水素電池は、 
金属部にセ DA ンテープな 
どの絶縁テープを貼って U 

Ni - MH 造しク'ル協力店へぉ持ちく 

充電式電池の回収- U サイクルおよび U サイ 
クル協力店については、有限責任中間法人 
J 巨 RC ホームぺージ http :// www . jbrc . net / 
hp / contents / index.html を参照してくださ 
し、。 

巧日巧いについて 

•落としたり、強いショックを与えたりしな 
いでください。故障の原因になります。 

• U モコンやヘッドホンのコードを強く引っ 
ぱらないでください。 

• なのよラな場所には置かないでください。 
—温度び非常に高いところ（60で政上)。 
—直射日光のあたる場所や暖房器具の近 
<。 

—窓を閉めさった自動車内（特に夏期)。 

—風呂場など湿気のをいところ。 

—臟石、スピーカー、テレビなど磁気を帯 
びたちのの近く。 

—ほこりのをいところ。 

• 温度び高いところ（40でじ(上）や低いとこ 
ろのむ！;(下）では液晶表示び見にくくなっ 
たり、表示の変わりかたびゆっくりになる 
ことびありまず。常温に戻れば元に戻りま 
ず。 

• キヤ IJ ングポーチには本体と一緒に硬いち 
のを入れないで<ださい。塗装のはげや傷 
の原因になります。 

活度上昇について 

充電中および長時間お使いになったとさに、 
本体の温度び上昇することびありますび、故 
障ではありません。 

動作音について 

本機は省電力の動作方式になっています。そ 
のため、動作中は断続的に動作音びしますび 
故障ではありません。 



圓その他 
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充電について 

• 付属の充電スタンドは本機専用です。他機 
の充電はでさません。 

•付属の充電スタンドでは、指定の電池し U が 
は充電しないでください。 

•充電には必ず、付属の AC パワーアダプター 
をお使いください。 

•充電は、+5で〜+3日での場所で行ってくだ 
さい。 

• 長い間お使いにならないときは、充電式電 
泡を取りがして湿度の低い涼しい場所で保 
管してください。保管する際は、充電式電 
池の劣化を防ぐため、充電式電池を使い 
切った状態や1日096充電した状態で保存し 
ないで < ださい。 

•充電中は、充電スタンドや本体び熱くなり 
まずび、危険はありません。 

• お買い上げ時や長い間使わなかった場合、 
充電式電池の持続時間び短いことびありま 
す。これは電池の特性によるをので、何回 
か充放電を繰り返すと充分充電されるよラ 
になります。 

• 充分に充電してを使える時間び通常の半分 
くらいになったときは、新しい充電式電池 
と交換してください。 

• 長い間お使いにならないとさは AC パワーア 
ダプターをコンセントから抜を、本体を充 
電スタンドからはずしてください。 

ディスクの巧0巧いについて 

• S ニ ディスク自体はカート U ッジに収納さ 
れ、コや指紋を気にせず手軽に扳えるよ 
ラになっていまず。ただし、カートリッジ 
のよごれや反りなどび誤動作の原因になる 
ことちありまず。いつまでち美しい音で楽 
しめるよラになのことにご注意ください。 

—シャッターを手で開けない 
無理に開けるとこわれまず。 



—持ち運ぶときや保管するときはケース 
に入れる 


一 置き場巧について 

直射曰光びあたるところなど温度の高い 
ところや湿度の高いところには置かない 
でください。また、砂浜など、ディスク 
に砂び入る可能性びあるところには放置 
しないで < ださい。 

—定期的にお手入れを 

カート U ッジ表面についたほこりやゴミ 
を、乾いた巧でふさとってください。 

• ディスクに付属のラベルは所定 m 外の位置に 
P 占らないでください。必ず、ラベル巧のくぼ 
みに合わせてしっかり貼って<ださい。 

へッ ドホンにごいて 

• 付属のへッドホンをご使巧中、肌に合わな 
いと感じたとさは早めに使用を中止して医 
師またはお客様ご相談センターに相談して 
<ださい。 

• 付属のへッドホンは、音量を上げずざると 
音び外にちれまず。音量を上げすぎてまわ 
りの人に迷惑にならないよラに気をつけま 
しよラ。 

雑音の多いところでは音量を上げてしまい 
がちですび、ヘッドホンで聞<とさはいつ 
ち呼びかけられて返事びでさる< らいの音 
量を目安にして < ださい。 

U モコンにごいて 

付属の U モコンは本機専用です。また、他機 
種に付属のリモコンで、本機の操作はでをま 
せん。 

お手入れについて 

表面がミちれたとをは 

水気をみし含ませた柔らかい巧で軽くふいた 
あと、からぶさします。シンナー、ベンジ 
ン、アルコールなどは表面をいためますので 
使わないで < ださい。 

へッ ドホンおよびリモコンのプラグのお 
手入れ 

プラグび';ちれていると雑音や音切れの原因に 
なることびありまず。常によい音でお聞をい 
ただくために、プラグをとをどを柔5かい布 
でか6ぶをし、清潔に保ってください。 
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端子のお手入れについて 

定期的に各端子を綿棒ややわらかい巧などで 
をれいにして < ださい。 



乾電池ケースについて 

付属の乾電池ケースは本機専用です。 

万一故障した場合は、巧部を開けずに、お買 
い上げ店または ソニーのサービス 窓□にごネ目 
談ください。（ディスクび本体に入っている 
とさに故障した場合は、故障原因の早期解決 
のため、ディスクを入れたままご相談される 
ことをおすずめします。） 


をな仕様 

お式 

S ニディスクデジタルオーディオシス 
テム 

再生読み取り方式 

非接触光学読み取り(半導体レーザー使 
用） 

レーザー 

GaAIAsMQW ダイオード、 

A 二 790 nm 

回お数 

約3日0 rpm - 3,600 rpm ( CLV ) 

エラー 訂正方式 

Hi-MD : 

LDC (Long Distance Code )/ 
BIS (Burst Indicator Subcode ) 
MD : 

ACIRC (Advanced Cross 
Interleave Reed Solomon 
Code ) 

サンプリング周波数 

44.1 kHz 

コーディング 

Hi-MD : 

U ニア PCM (44.1 kHz /1 目 bit )— 
PCM 

ATRACSplus (Adaptive 
TRansform Acoustic Coding 
3 plus ) — Hi - SP / Hi-LP 
MD : 

ATRAC 

ATRAC 3 — LP 2/ LP 4 

変調方式 

Hi-MD : 

1-7 RLL (Run Length Limited )/ 
PRML (Partial Response 
Maximum Likelihood ) 

MD : 

EFM (Eight to Fourteen 
Modulation ) 


I その他 
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周波数特性（へッドホン出力時） 

2日〜2日,日00 Hz ±3 d 巨 

出力端子 

0 :ステレオ S ニジャック（専巧 U モコ 
ンジャック） 

実用最大出力 1 > 

へッドホン；日 mW +己 mW (16 Q ) 

電源 

充電式ニッケル水素電池 

NH -14 WM ( A )1.2 V ,1350 mAh 
( MIN ) Ni-MH 1個 
アルカ U 乾電地（単3形）1個 
AC パワーアダプター DC 3 V ， AC 100 
-240 V , 50/60 Hz 

動作温度 

+日て:〜+3己て： 

電池持続時間 

「電池の持続時間」 （18 ページ）参照 

本体寸法 

約76.日 X 83.4 X 14.7 mm 
(幅肩さ觸行き、突起部含まず） 
最大がお寸法い 

約 77. 9 X 83.6 X 15.4 mm 
(幅眉さ觸行き） 

質量 

約 76 g (本体のみ） 

約 103 g (充電式電地含む） 

リ J 曰 TA (電子情報技術産業協舍）規格による測定値 
です。 


本機は、ドルビーラボラト U —ズの米国及び 
外国特許に基づ < 許諾製品です。 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告な 
く変更ずることびありますび、ご了承くださ 
い。 

製造年は、本体のみたを開けた内側に表示さ 
れています。 


別売りアクセヴリー 

漢字表示対応 MD ■ CD ウォークマン専巧ス 
ティックコント□-ラー RM - MC 35 ELK 
充電式ニッケル水素電池 NH -14 WM 
ステレオへッドホン 2) MDR - EX 51 SP . 
MDR - EX 71 SL 

アクティブスピーカー SRS - Z 日 10/ Z 30 など 

のヘッドホンは、ステレオ S ニプラグのちのをお巧め 
<ださい。マイク□プラグのちのは使えません。 

下記の機種は、本機ではお使いいただけませ 
Aj 。 

□-夕 U - コマンダー RM - WMC 1 
MD ラベルプ U ンター MZP -1 
にメモ U - . I 」ピートラーニング- MD コン 
卜□-ラー RPT - M 1 
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手順 2 それでをトラブルが解ミ夫しないとをは 

お客様ご相談センター（裏表紙）またはお買い上げ店にご相談ください。 


困つたとをは 


故障かな？とおった6 

本機をご使用中にトラブルび発生した場合は、サービス窓口にご相談になる前に、わ 
ラー度下記の流れにしたびってチェックしてみてください。（メッセージー覧 （41 ぺ一 
ジ）も含わせてご覧ください。 ） メッセージなどび表示されている場含は、書きとめて 
お< ことをおすすめしまず。 

手順1本書で調べる 

この「故障かな？と思った5」をチェックし、該当する項目を調べる。 

また、本書の手順の中やけッセージー覧」にも、様々な情報がありまず。該当 
する項目を調べてくださし、。 


困つたとさは 


が 









充電について 


症状 

原因 

対策 

充電びでをない、または 
充分に充電びでさない。 

充電式電池び正しく入れられてい 
ない。または AC パワーアダプ 
ターび正しくつなびっていない。 

充電式電池を正しく入れ直す。ま 
たは AC ; てワーアダプターを正しく 
つなぐ。 


お買い上げ時や長い間使わなかっ 
た場合は、電油の特性により持続 
時間び短いことびある。 

何回か充放電を繰り返ずと、充分 
に充電されるよラになります。 


本体と充電スタンドの接続びよ 
<ない。 

本体を充電スタンドからはずし、 

ちラー度しっかりと充電スタンド 
に乗せなおしてください。このと 
き' CHG / OPR ランプび点なずる 
ことを確認してください。 


充電している場所の温度びおすざ 

る、または高すぎる （rsLow 
CHG 」 または 「 CannotCHG 」） 

び表示される）。 

充電は+日で〜+35での場所で行っ 
て < ださい。 


充電式電池び入っていない。 

充電式電池を入れてください。 

使っていなかったのに充 
電式電池び消耗してし 
まった。 

「クイックモード 」 （「Quick 
Mode 」） の設定が 「Quick On 」 
になっていた （31 ページ)。 

「クイックモード 」 （「Quick 
Mode 」） の設定び 「Quick On 」 の 
場合、画面に何を表のされていな 
いとをでを、本体内部では常に電 
源び入っているが態になっていま 
す。そのため、電池の持続時間び 
短くなります。充電び充分ではな 
い状態でかつ、設定び [Quick 

On 」 になっていると、使わない間 
に充電式電池び消耗しまラことび 
ありまず。そのとをは、ちラー度 
充電してください。 

充分に充電してち、通常 
の半分<らいの時間しか 
使スない。 

電地の寿命かをしれません。 

新しい充電式電池と交換してくだ 
さい。 

充電中に本体や充電スタ 
ンドび熱 < なる。 

故障ではありません。 

— 
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グループ機能中 


症げ 

原因 

巧策 

グループ機能び働かな 

グループ設定されていないディス 

グループ設定されているディスク 

い。 

クび入っている。 

を入れてください。 
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再生中 


症げ 

原因 

巧策 

通窜の再生びでをない。 

U ピート再生を指定している。 

P MODE / G ボタンを2砂し^上巧し 
て、ごのピート）表示を消してか 
ら再生を始めてください （27 ペー 
ジ)。 


再生モードを変えた。 

メイン再生モードに4ページ）や 
サブ再生モードに6ページ）を、 
通常の再生に戻してから再生を始 
めてくださいに4ページ)。 

ディスクの1曲目から再生 
しない。 

前回再生したとをディスクの途中 
で止めた。 

一度停止させ、 U モコンではジョ 
グレバー (►■■• ENT ) を、本体で 
は■を、2砂じ(上巧したままに 
してください。 

再生中に音びとぎれる。 

振動の多い場所に置いている。 

振動のかない場所で使ってくださ 
い。 

雑音び多い。 

テレビなど強い磁気を帯びたをの 
の近くに置いている。 

テレビなどから離して置いてくだ 
さい。 

音び大を < ならない。 

AVLS び働いている。 

AVLS の設定を辭除してください 
に9ページ)。 

へッドホンから音び出な 
い。 

リモコン付きへッドホンびしっか 
り差し込まれていない。 

0ジャックにしっかり差し込んで 
<ださい。 

U モコン本体にへッドホンプラグ 
をしっかり差し込んでください。 


プラグび巧れている。 

へッドホンと U モコンのプラグ部 
分を乾いた巧などで拭いてくださ 
い。 

またはを巧すと 
前のグループや次のグ 
ループ（またはい<つか 
前の曲やいくつか次の曲） 
へ號んでしまラ。 

グループスキップび働いている。 

何も操作せずに日秒政上待つと、自 
動的にグループスキップび觸除さ 
れます。 

編集した曲を再生しなび 
ら早送り、早戻しする 
と、音びとざれる。 

システム上の制約でず。再生しな 
びら早送り、早戻しするとさは通 
常より高速で再生ずるため、音び 
とざれることびあります。 



^ 困つたとをは 



























その他 


症状 

原因 

対策 

表示窓に 「 Simple / 
Advanced 」 と表おされ 

ている。 

お買い上げ後、はじめてメニュー 
操作をしよラとした（リモコンの 
DISPLA 丫を2砂！;!上押した)。 

方ニューモードを設定してくださ 
い （29 ページ)。 

表のされないニュー項 
目びおる。 

メニューモードび 「 Simple 」 に 
なっている。 

六ニューモードを 「 Advanced 」 

に言受定して、ずべてのメニュー項 
目を表示させてくださいに9ペー 
ジ)。 

操作を受けつけない、ま 

充電式電池を充電していない。 

充電してください。 

たは正しく動作しない。 

音量びルさくなっている。 

音量を上げる。 


ディスクび入っていない。 

録音済みのディスクを入れてくだ 
さい。 


ホールド機能び働いている体体 
の操作ボタンを押すと 「 HOLD 」 
表示び出る）。 

HOLD スイッチを矢印と逆の方向 
にしてホールド機能を解除してく 
ださい（13、 M 、 17ぺージ)。 


ふたびしっか0と閉まっていな 
い。 

カチッと音びずるまでふたを閉め 
て < ださい。 


結露（内部に水滴び付着）してい 
る。 

ディスクを取り出して、そのまま 
数時間おいて < ださい。 


AC パワーアダプターびしっかり 
差し込まれていない。 

DC IN 3 V ジャックとコンセント 
にしっかり差し込んでください。 


電地び消耗している 
( FLOW 己 ATT 」 表示び点滅また 
は何も表示されない)。 

充電するり6ページ)。 


損傷しているディスク、または録 
音や編集の内容などの情報び正し 
<入力されていないディスクび 
入っている。 

ディスクを入れなおしてください。 
それでちエラー表示び出るとさは、 
他のディスクと取りかえて<ださ 
い。 


内部システムび誤動作している。 
使用中、衝撃や過大な静電気、落 
雷にぶる電源電圧の異常などのた 
めに強いノイズを受けている。 

次の手順で操作しなおして< ださい。 
手順1すべての電源をはずす。 

手順2約3日砂間そのままにずる。 
手順3電源をつなぐ。 

液晶表示び通常表示と違 
ラ。 

電源を振いた。 

しばらく放置する。または電源を 
入れていずれかの操作ボタンを押 
して < ださい。 
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メッセー 

ジー覧 


リモコンの表示窓にメッセージび出た5、下の表にしたびってチェックしてみてくださ 
い。 

表示 

意ほ 

対策 

AVLS 

AVLS の設定び 「AVLS On 」 になってい 
るので、これ政上言量をあげられない 
に9ページ)。 

AVLS の設定を 「AVLS Off 」 にし 
て < ださい。 

BLANKDISC 

何を録音されていないディスクび入って 
いる。 

— 

BUSY 

ディスクの情報を読んでいる。 

しばらく待ってください。まれに 1 
分ほどかかる場をびありまず。 

CarTtPLAY 

再生でをる音楽データび入っていない。 
音楽データまたは管理ファイルび壊れて 
いる。 

他のディスクと取りかえてくださ 
い。 

Canno に HG 

指定湿度ではないところで充電しよラと 
した。 

指定湿度の範囲内 （+ 己で〜+3己 
む）で充電してください。 

HI DC IN 

電源電圧び高い脂定の AC パワーアダプ 
ターを使っていない)。 

指定の AC >/ f ワーアダプターを使っ 
て < ださい。 

End 

再生中またはジョグレバーを側へず 
らしているとさ（本体ではを巧して 
いるとを）に、ディスクの最後まで到達 
した。 


ERROR 

内部システムび誤動作している。 

40ページ表中の手順1〜3を行って 
ください。 

ERROR XX 

内部システムび誤動作している。呼び出 
しに失敗した。 

40ぺージ表中の手順1〜3を行って 
ください。それでをエラーメッ 
セージび表おされる場合は、お客 
様ご相談センターへご相談くださ 
い。 

FormatERR 

本機び対応していないフオーマットの 
ディスクび挿入された。 

MD または Hi - MD フオーマットの 
ディスクを入れてください。 

HOLD 

ホールド機能び働いている。 

本体の HOLD スイッチを矢印と逆 
の方向にしてホールド機能を解除 
してください（13、14、17ペー 
ジ)。 

LOW BAIT 

電池び消耗した。 

充電池を充電し直してください 
(1 目ぺージ)。 

NO MARK 

ブックマークびついていないディスクで 
ブックマークトラック再生をしようとし 
た。 

ブックマークをつけてから (2 日ペー 
ジ）操作してください。ブックマー 
クびついているディスクで操作して 
<ださい。 

NO DEC 

ディスクび入っていない。 

ディスクを入れてください。 


困つたとさは 


か 




























表示 

意味 

対策 

NoDiscMEM 

ディスク六モ U —を登録していないディ 
スクでディスク;><モリーを削除しよラと 
した。 


NO NAME 

アーティスト名びついている曲び入って 
いないディスクで、分イン再生モードを 
アーティスト再生にした。 

- 

NoOPERATE 

U モコンでプ□グラムの設定をしていると 
さに、グループスキップしよラとした。 

— 

NO TITLE 

アルバム名びついている曲び入っていな 
いディスクで、；><イン再生モードをアル 
バム再生にした。 


NO TRACK 

何を録音されていないディスクを再生し 
よラとした。 

録音済みのディスクを入れてくだ 
さい。 

READ ERR 

ディスクの情報を正しく読み取れなかっ 
た。 

ディスクを入れ直して < ださい。 

SLOW CHG 

指定湿度ではないところで充電しよラと 
した。 

指定湿度の範囲巧 （+ 己で〜+3己 
む）で充電してください。 

TOC ERR 

ディスク情報を正しく読み取れなかっ 
た。 

他のディスクと取りかえてくださ 
い。 
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巧 証書と アフターサービ 
ス 

巧証書 

• この製品には保記書び添付されていますの 
で、お買い上げの際お買い上げ店でお受け 
取りください。 

• 所を事項の記入および記載巧容をお確かめ 
のうえ、大切に保存してください。 
•保証期間は、お買い上げ曰より1年間で 
す。 


ア フターサー ビス 

• 調子び悪いと去はまずチェックを 

この説明書を电ラー度ご覧になってお調べ 
ください。 

• それでち具合の悪いとさは 
お買い上げ店または添付の「ソニーご相談 
窓□のご案内」にあるお近くのソニーサー 
ビス窓□にご相談ください。 

• 保証期間中の修理は 
保証書の記載内容に基づいて修理させてい 
たださます。詳しくは保証書をご覧<ださ 
い。 

• 保証期間経過後の修理は 
修理によって機能び維持でさる場合は、ご 
要望により有料修理させていただをます。 

• 部品の保有期間について 
当社ではポータブル S ニディスクプレーヤ 
一の補修用性能部品(製品の機能を維持する 
ために必要な部品)を、製造打ち切り後8年 
間保有しています。この部品保有期間を修 
巧可能期間とさせていたださます。保有期 
間び経過した後を、故障個所によっては修 
理可能の場合びありますので、お買い上げ 
店またはサービス窓□にご相談ください。 






知ってお < と便利です 


ここではポータブル MD プレーヤーをお使いになる隙に知っておくと便利な情報を、 
Q&A 形式で簡単に説明します。 

Q 1: Hi - MD とは？ 

A 1: Hi-MD とは、新しいミニディスクのフォーマットです。 

従来のミニディスクから、ディスクの記録方式を変え、更に長時間の録音び可能になりま 
した。また、パソコンのが~部機器として、音楽データ政外のデータ（例えば、テキスト 
データや画像データ）もミニディスクに記憶することびでをるよラになりました。* 

* 本機は再生専用機です。本機を使用して録音やデータをディスクに記憶することはでさません。 

Q 2: ATRACSplus とは？ 

A 2: ATRACSplus とは、 ATRAC 3 を更に発展させた才ーディオ圧縮技術です。 

これまでの ATRAC 3 (本機の LP 2/ LP 4 ステレオモード）の圧縮率び、 CD の1/10だったの 
に巧し、 ATRACSplus 体機の Hi - SP / Hi-LP ステレオモード）は CD をべースに比較する 
と、 V 2 日といラ高い圧縮率かつ高音質を実現していまず。 

Q 3: Hi - MD モードと MD モードとは？ 

A 3: 本徽ま 「 Hi-MD モード」と 「MD モード」の2つのモードを持ち、挿入されたディスクの 
モードを自動的に判別します。 

Q 4: IJ ニア PCM とは？ 

A 4: デジタル圧縮しない音声記録ち式です。この方式で録音すると、 CD と同じ音質を楽しむ 
ことびでをます。 

Q 5: ATRAC / ATRAC 3 用 DSPTYPE - S とは？ 

A 5: ソニーの八イスペック MD デッキに搭載されている ATRAC 用 DSPTYPE-S を採用。 

MDLP モードだけでなく、 Hi-MD モードの ATRAC 3 の再生時にも高音質で楽しめます。 
また、この DS 円こは ATRAC 用 DSP TYPE-R の演算能力も継承されていますので、 
TYPE-S または TYPE-R 対応機器で SP ステレオ歸音された曲の再をにも優れています。 


Q 6: ステレオプラグとモノラルプラグの見分けかたは？ 

A 6: ステレオプラグ： モノラルプラグ： 


ステレオプラグ: 
絶縁の帯び 2 つ 


モノラルプラグ: 
絶縁の帯び 1 つ 



絶縁の帯 絶縁の帯 
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